
 

 
 

 
 
 
 
 
 

中学生は「やってよかった」と思えて、地域も元気になれる取り組み 
 

校 長 海江田 なぎさ 

 

大型連休明けは、4月からの疲れが出やすい時期ですが、保護者、地域の御協力をいただき

ながら、5月も落ち着いて教育活動を行うことができました。また、学校運営協議会では、お

忙しい中、多くの委員の皆様に御出席をいただきました。ありがとうございました。 

 

さて、本校の目指す学校像は、「豊かな人生とよりよい社会を創造するために、生徒が自ら

学び、自ら考え、主体的に行動できることを目指して、大人が力を合わせて子どもを支援する

学校」です。みんなが幸せを感じられる社会をつくるため自ら行動できる生徒の育成を目指

して、生徒に関わる様々な立場の大人が力を合わせる学校でありたいと考えています。 

ボランティア活動は、「“みんなが幸せを感じられる社会をつくること”を意識し、“自ら行

動する”」という点で、とても大事な教育活動の一つです。本校では、学校運営協議会の熟議

の中から生まれ、令和５年度から大久保神社氏子総代様と共催で行っているクリーン活動へ

の参加の経験から、ボランティア活動への意欲が高まっている生徒が増えてきました。 

先日の朝礼でも、「中学生は誰かに喜んでもらってうれし

いし、地域の方は中学生から元気をもらえてうれしい」そん

な活動は、大久保神社クリーン活動以外にもあるということ

を紹介したところ、「自分たちが参加することで地域を明る

くすることにつながっているとわかったので、もっといろい

ろな活動に参加したい」などの感想が生徒から寄せられまし

た。 

そこで、過日の学校運営協議会の熟議では、委員の皆様と、

「このようにボランティア活動への意識が高まっている生

徒を支援する有効な取り組みはないか」ということについて

話し合いました。その際、「地域で行っている活動を生徒に知

らせる有効な手段がないこと」が問題点として確認されまし

た。そこで、今年度は、自治会、青少年育成会、公民館等の

御協力を得ながら、中学生が参加できる地域の活動を、生徒

が身近に感じられるように工夫して知らせることになりま

した。「自分は社会（地域）とつながっており、自分は社会（地

域）をよりよくすることができる」ということを感じられる

機会を、今まで以上に増やしていければと考えています。 

 

今月も、保護者・地域の皆様の御理解・御協力を賜りなが

ら、教育活動を進めてまいります。どうぞよろしくお願いい

たします。 
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５月の朝礼で、中学校は様々な形で
地域に見守ってもらっていることを
確認しました。そして、地域をより
よくするために自分ができることは
ないかを考えました。 


